
（兵庫県）

空
港
の
ま
ち
・
清
酒
発
祥
の
地
・ 

阪
神
間
有
数
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

　

大
阪
市
と
神
戸
市
の
中
間
点
、
い
わ
ゆ
る
「
阪
神

間
」
に
位
置
す
る
伊
丹
市
の
市
制
施
行
は
、
昭
和
15

（
１
９
４
０
）
年
11
月
10
日
だ
。
来
年
（
令
和
７
／

２
０
２
５
年
）
11
月
10
日
に
は
、
市
制
施
行
85
年
の

節
目
を
迎
え
る
。

　

昭
和
15
年
の
市
制
施
行
（
旧
・
川
辺
郡
伊
丹
町
と

同
・
稲
野
村
の
合
併
）
は
、
隣
接
す
る
旧
・
川
辺
郡

神
津
村
に
建
設
さ
れ
た
伊
丹
空
港（
大
阪
国
際
空
港
、

当
初
は
大
阪
第
二
飛
行
場
）
の
供
用
開
始
翌
年
の
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
、
神
津
村
は
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
22

（
１
９
４
７
）年
に
伊
丹
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
空
港
の
建
設
計
画
が
伊
丹
市
の
そ
の
後

の
急
発
展
の
契
機
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が

よ
く
分
か
る
。

　

一
方
で
伊
丹
の
地
（
伊
丹
郷
町
）
は
、
そ
れ
よ
り

は
る
か
以
前
、
江
戸
時
代
初
期
に
興
っ
た
清
酒（
伊

丹
諸も
ろ
は
く白
）
醸
造
業
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
近
世
・
近

代
を
通
じ「
清
酒
発
祥
の
地
」「
酒
造
り
の
ま
ち
」と

し
て
発
展
。
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
栄
え
る
ま

ち
と
し
て
の
基
盤
が
、
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
過
程
で
培
わ
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
高
水
準

の
歴
史
・
文
化
の
希
少
性
は
、
伊
丹
市
と
神
戸
市
、

尼
崎
市
、
西
宮
市
、
芦
屋
市
が
共
同
で
申
請
し
た

『「
伊
丹
諸
白
」
と
「
灘
の
生
一
本
」
下
り
酒
が
生
ん

だ
銘
醸
地
、
伊
丹
と
灘
五
郷
』
が
、
令
和
２
年
度

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

も
明
ら
か
だ
。

　

江
戸
時
代
の
最
盛
期

に
約
80
軒
の
酒
造
家
が

軒
を
連
ね
て
い
た
伊
丹
に
は
、
現
在
も
小
西
酒
造

株
式
会
社
と
伊
丹
老
松
酒
造
株
式
会
社
が
立
地
。

人
口
20
万
人
弱
の
現
代
都
市
の
中
心
部
に
、
三
軒

寺
前
広
場
な
ど
と
併
せ
、
歴
史
的
ま
ち
並
み
が
維

持
さ
れ
、
伊
丹
市
の
多
様
な
魅
力
を
醸
成
し
続
け

る
観
光
交
流
拠
点
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
前
述
の
よ
う
に
伊
丹
市
に
は
、
令
和

市 政 ル ポ 伊
い た み

丹市

未
来
へ
つ
な
ぐ
わ
が
ま
ち
を
創
る
異
次
元
の
少
子
化
対
策

目
標
は
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

藤
ふじわら

原 保
やすゆき

幸
伊丹市長

400年の歴史に培われた伊丹の酒造り（写真は小西酒造）は
伊丹市の文化的バックボーンを構築してきた

伊丹市は「清酒発祥の地伊丹の清酒の普及の促進に関する
条例」を平成25年に制定。酒文化を全国に発信し続けてい
る（右から2人目・藤原市長）
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４
（
２
０
２
２
）
年
度
の
総
計
で
旅
客
数
約

１
２
９
９
万
人
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
度
に
は
、
旅
客
数
約
１
５
７
７
万

人
を
記
録
し
た
伊
丹
空
港
が
、
市
域
東
端
に
位
置

し
て
い
る
（
現
在
の
総
面
積
３
・
11
㎢
の
半
分
以
上

が
伊
丹
市
域
）。

　

４
０
０
年
以
上
に
も
及
ぶ
「
酒
造
り
の
ま
ち
（
清

酒
発
祥
の
地
）」
や
、
国
内
有
数
の
発
着
便
数
・
旅

客
数
を
数
え
る
「
空
港
の
ま
ち
」
が
、
現
代
の
伊
丹

市
に
は
何
の
違
和
感
も
な
く
共
存
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
こ
と
が
象
徴
す
る
「
都
市
と
し
て
の
多
様
性
」

こ
そ
は
、
阪
神
間
で
も
有
数
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
、
戦
後
ず
っ
と
右
肩
上
が
り
で
人
口
を
増
や

し
て
き
た
伊
丹
市
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
持
つ
、

多
彩
な「
魅
力
」の
源
泉
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
伊
丹
市
で
も
、
近
年
、
人
口

減
少
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
た
め
、
積
極
的
な
対

策
（
と
り
わ
け
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
策
）
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
市
政
ル
ポ
で
は
、
そ
の
現
況
と
こ
れ
か

ら
の
対
策
を
中
心
に
、
藤
原
保
幸
伊
丹
市
長
に
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
昭
和
15
年
の
市
制
施
行
以
後
、
伊
丹
市
が
隣
接

す
る
神
津
村
の
編
入
や
、
宝
塚
市
の
一
部
地
域
編
入

な
ど
を
経
て
、
現
在
の
市
域（
25
㎢
）を
確
定
し
た
の

は
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
昭

和
30
年
の
段
階
で
約
７
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、
今
、

約
19
万
６
０
０
０
人
（
取
材
時
の
令
和
５
／

２
０
２
３
年
11
月
30
日
現
在
）で
す
。

　

高
度
経
済
成
長
時
代
な
ど
を
背
景
に
、
昭
和
30

年
か
ら
の
68
年
間
で
、
３
倍
近
く
ま
で
増

え
た
わ
け
で
す
が
、
昭
和
30
年
は
第
８
回

国
勢
調
査
の
年
で
も
あ
り
、
当
時
の
日
本

の
総
人
口
は
約
９
０
０
０
万
人
で
し
た
。

令
和
２（
２
０
２
０
）年
実
施
の
国
勢
調
査

で
は
そ
れ
が
１
億
２
６
１
４
万
人
と
な
り

ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
勢
調
査
に
よ
る

人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
平
成
22（
２
０
１
０
）

年
の
１
億
２
８
０
０
万
人
強
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
の
調
査
で
は
前
回
比
０
・

８
％
減
に
、
令
和
２
年
の
調
査
で
は
、
さ

ら
に
前
回
比
０
・
７
％
減
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

こ
う
し
た
全
国
的
な
人
口
減
少
に
対

し
、
伊
丹
市
で
は
令
和
元
年
ま
で
、
人
口
が
微
増
し

続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
27
年
策
定
の

『
伊
丹
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
当
時
、
人
口

の
ピ
ー
ク
は
令
和
７
年
の
20
万
３
０
１
人
と
独
自

に
予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
９
月
の

19
万
８
７
２
５
人
を
ピ
ー
ク
に
、
伊
丹
市
の
人
口

も
微
減
傾
向
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
も
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
自
然
減
だ

け
で
な
く
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
人
口
増
の

推
進
源
だ
っ
た
社
会
増
も
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。

自
然
減
は
日
本
全
体
の
人
口
の
ト
レ
ン
ド
な
の
で
、

あ
る
程
度
は
致
し
方
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
し
か

し
、
戦
後
ず
っ
と
、
都
市
化
の
進し
ん
ち
ょ
く捗

と
と
も
に
、

人
口
流
入
超
過
が
続
い
て
き
た
伊
丹
市
と
し
て
は
、

社
会
減
の
傾
向
が
続
け
ば
、
出
生
者
数
の
減
少
と

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
な
り
か
ね
な
い
。
わ
れ
わ
れ

と
し
て
は
、
絶
対
に
見
逃
せ
な
い
事
態
で
す
。

　

そ
こ
で
、
各
種
の
準
備
を
慎
重
に
進
め
た
上
で
、

伊丹市立美術館、工芸センター、伊丹郷町館、柿衞文庫を統合し、博物館機能
を加えた、市立伊丹ミュージアムは観光客に大人気（写真は国指定重要文化財で
現存する日本最古の酒蔵「旧岡田家住宅・酒蔵」）

伊丹空港の離着陸の様子を間近に見られる伊丹スカイパークは、航空機ファン
の聖地ともされる

伊丹市

神戸市
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本
年
度
（
令
和
５
年
度
）
か
ら
い
よ
い
よ
、
国
が
打

ち
出
し
て
い
る
『
異
次
元
の
少
子
化
対
策
・
子
育
て

支
援
』
に
関
し
、
基
礎
自
治
体
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
、
む
し
ろ
先
取
り
す
る
よ
う
な
施
策
を
具
体
的

に
実
施
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
」

　

そ
う
語
る
藤
原
市
長
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
伊
丹

市
だ
。
昭
和
52（
１
９
７
７
）年
３
月
に
大
学
を
卒
業

後
、
同
年
４
月
に
旧
・
建
設
省
に
入
省
。
千
葉
県
庁

や
兵
庫
県
庁
へ
の
出
向
、
平
成
12（
２
０
０
０
）年
の

国
土
交
通
省
帰
任
を
経
て
、
平
成
14（
２
０
０
２
）年

４
月
に
は
伊
丹
市
助
役
に
就
任
。
当
時
の
市
長
の
引

退
を
受
け
、
平
成
17（
２
０
０
５
）年
４
月
に
実
施
さ

れ
た
伊
丹
市
長
選
挙
に
出
馬
し
、
当
選
。
本
年
（
令

和
６
／
２
０
２
４
年
）
４
月
に
は
５
期
20
年
目
を
迎

え
る
。伊

丹
市
流「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と 

子
育
て
支
援
」に
つ
い
て

　

独
自
の
施
策
も
含
め
、
伊
丹
市
の
「
異
次
元
の
少

子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
策
」
と
で
も
言
う
べ
き
施

策
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
が
『
異
次
元
の
少
子
化

対
策
』
を
打
ち
出
し
た
背
景
に
は
、
令
和
12

（
２
０
３
０
）
年
を
境
に
若
年
人
口
が
急
減
す
る
と

の
予
測
が
前
提
と
し
て
あ
り
ま
す
。
現
在
の
少
子

化
ト
レ
ン
ド
を
受
け
て
の
予
測
で
す
が
、
そ
の
流

れ
を
止
め
な
け
れ
ば
、
人
口
減
少
の
流
れ
は
加
速

し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
も
図
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
は『
①
若
い
世
代
の
所
得
を
増
や
す
』『
②

社
会
全
体
の
構
造
・
意
識
を

変
え
る
』『
③
全
て
の
子
ど
も
・

子
育
て
世
帯
を
切
れ
目
な
く

支
援
す
る
』と
の
方
針
を
打
ち

出
す
と
と
も
に
、『
異
次
元
の

少
子
化
対
策
』
と
し
て
、《
こ

ど
も
未
来
戦
略
》
を
策
定
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
児
童

手
当
の
所
得
制
限
の
撤
廃
、

高
校
生
年
代
ま
で
の
期
間
延

長
、
第
３
子
以
降
は
従
来
の

倍
額
に
な
る
３
万
円
を
支
給

す
る
な
ど
、
各
種
の
施
策
拡

充
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

伊
丹
市
で
は
、
住
民
に
直

接
向
き
合
う
基
礎
自
治
体
な

ら
で
は
の
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援
策
と
し
て
、
む
し

ろ
こ
う
し
た
国
の
動
き
を
先
取
り
し
た
、
あ
る
い

は
加
速
し
た
施
策
・
事
業
を
本
年
度（
令
和
５
年
度
）

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
来
年
度
（
令
和
６
年

度
）
の
実
現
に
向
け
て
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・

事
業
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

本
年
度
か
ら
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な

施
策
・
事
業
は
、
例
え
ば
次
の
通
り
だ
（
伊
丹
市
作

成
資
料
か
ら
抜
粋
）。

◇
「
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
　
中
学
生
ま
で

の
完
全
無
償
化
・
高
校
生
世
代
入
院
無
償
化
」
―
―

全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
を
目
指
す

べ
く
、
令
和
５
年
７
月
か
ら
中
学
生
ま
で
の
通
院
・

入
院
に
係
る
医
療
費
の
所
得
制
限
撤
廃
に
よ
る
完

全
無
償
化
に
加
え
、
高
校
生
世
代
の
入
院
に
係
る

医
療
費
無
償
化
も
実
施
。

◇
「
第
２
子
の
保
育
料
無
償
化
事
業
」
―
―
子
ど
も

２
人
以
上
を
同
時
に
就
学
前
施
設
に
預
け
る
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
第
２
子
の
保
育
料
無
償
化
を
令
和
５
年

９
月
か
ら
実
施
。

◇
「
長
期
休
業
中
に
お
け
る
児
童
く
ら
ぶ
昼
食
提
供 伊丹市が目指すのは「安心して子育てできるまち」
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（兵庫県）

事
業
」
―
―
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り
、
保
護
者
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
内
17
小
学
校
の
児
童
く

ら
ぶ
を
利
用
中
の
希
望
者
に
対
し
、
土
日
及
び
お

盆
期
間
を
除
く
夏
休
み
期
間
の
昼
食
提
供
（
有
料
）

を
開
始
。

◇
「
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
」
―
―
産
後
の
不
安
や

負
担
感
を
抱
え
る
産
婦
の
支
援
の
た
め
、
宿
泊
型

サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
施
設
の
追
加
や
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
月
齢
を
、
従
来
の
７
カ
月
未
満

か
ら
12
カ
月
未
満
に
ま
で
拡
充
。

　

こ
れ
ら
本
年
度
開
始
の
施
策
・
事
業
に
加
え
、

令
和
６
年
度
に
実
施
予
定
の
事
業
案
と
し
て
は
、

「
学
校
給
食
無
償
化
等
事
業
」が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
合
わ
せ
て
８
億
円
を
上
回
る
財
源
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
小
学
生
を
対
象
に
す
る
べ
き
か
、

中
学
生
を
対
象
に
す
る
べ
き
か
で
、
内
部
で
も
い

ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
丹
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
教
育
懇
談
会
を
本
年
（
令
和
５
年
）

８
月
に
実
施
し
、
小
学
生
や
中
学
生
を
実
際
に
扶

養
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
扶
養
す
る
親

御
さ
ん
の
意
見
も
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
給
食
費
を
無
償
化
し
て
も
ら
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
中
学
生
の
方
が
小
学
生
よ
り
も
教
育
費

関
連
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
中
学
校
で
実
施
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。

　

実
際
、
公
立
小
中
学
校
の
生
徒
の
教
育
費
に
関

し
て
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
『
令
和
３
年
度

子
供
の
学
習
費
調
査
』
の
結
果
に
お
い
て
も
、
学
習

費
総
額
（
学
校
教
育
費
・
学
校
給
食
費
・
学
校
外
活

動
費
の
総
額
）
は
、
中
学
生
の
そ
れ
が
小
学
生
の
約

１
・
５
倍
に
上
っ
て
い
る
と
の
客
観
的
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
伊
丹
市
で
は
や
は
り
、
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
を
先（
令
和
６
年
度
）に
目
指
そ
う
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
」

　

国
の
根
幹
を
揺
る
が
す
少
子
化
へ
の
対
策
に
つ

い
て
、
国
の
方
針
に
従
う
だ
け
で
な
く
「
基
礎
自
治

体
が
む
し
ろ
積
極
的
に
先
取
り
し
て
い
く
こ
と
」
が

重
要
と
伊
丹
市
が
考
え
る
の
は
、「
傾
き
か
け
た
流

れ
を
せ
き
止
め
る
に
は
、
何
よ
り
未
来
志
向
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
不
可
欠
だ
か
ら
」と
、
藤
原
市
長
は
語
る
。

　
「
端
的
に
言
え
ば
、
現
代
の
日
本
は
、
近
代
化
が

始
ま
っ
て
以
来
、
何
度
目
か
の
『
時
代
の
転
換
点
』

に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
ト
レ
ン
ド

は
そ
の
象
徴
で
す
。
例
え
ば
江
戸
時
代
末
期
の
日

本
の
人
口
は
、
３
０
０
０
万
人
か
ら
３
３
０
０
万

人
ぐ
ら
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎖
国
政
策
を
取
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
食
糧
自
給
率
は
当

然
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
先
の
段
階
で
、
最
初
の
転
換
点
が
訪
れ

ま
す
。
英
国
を
発
祥
と
す
る
産
業
革
命
が
全
世
界
に

広
が
り
、
近
代
化
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
日
本
は
、

富
国
強
兵
の
流
れ
と
と
も
に
一
気
に
そ
の
渦
中
に
放

り
込
ま
れ
ま
す
。
世
界
の
ト
レ
ン
ド
を
圧
縮
し
た
よ

う
な
工
業
化
の
推
進
に
よ
る
生
産
力
の
急
増
現
象

は
、
鎖
国
時
代
に
は
な
か
っ
た
貿
易
政
策
の
拡
大
化

伊丹の酒造りの中心地「郷町」を練り歩く「宮前ふとん太鼓巡行」（秋の宮前まつり・毎
年10月）は秋の風物詩

室町時代末期に猪名川の西岸に築かれた有岡城（伊丹城）跡
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を
も
た
ら
し
、
人
口
も
食
糧
自
給
率
の
枠
を
超
え
て

急
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
正
９（
１
９
２
０
）年
に
は『
第
１
回

国
勢
調
査
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
の
総
人

口
は
６
０
０
０
万
人
弱
で
す
。
明
治
元（
１
８
６
８
）

年
の
３
０
０
０
万
人
（
な
い
し
３
３
０
０
万
人
）
は
、

わ
ず
か
約
半
世
紀
後
に
６
０
０
０
万
人
へ
と
倍
増

し
た
の
で
す
。

　

日
本
の
人
口
動
態
は
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年

の
敗
戦
を
挟
ん
で
、
増
加
率
こ
そ
近
代
化
初
期
の

50
年
間
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
国
勢
調
査
ご
と

に
着
々
と
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
よ
う
に
、
平
成
27
年
の
調
査
以
降
、
減
少
傾

向
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
は
ト
レ
ン
ド
と
し
て
続

き
、
21
世
紀
末
に
は
、
く
し
く
も『
第
１
回
国
勢
調

査
』が
行
わ
れ
た
当
時
の
人
口
６
０
０
０
万
人
の
水

準
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
人
口
急
増
が
当
然

の
流
れ
だ
っ
た
昭
和
を
基
盤
に
、
20
世
紀
に
作
ら

れ
た
社
会
保
障
制
度
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
の

は
当
然
で
し
ょ
う
。
岸
田
総
理
が
『
異
次
元
』
の
言

葉
を
使
わ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
、
住
民
に

最
も
近
い
基
礎
自
治
体
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様

な
の
で
す
」

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

に
果
た
す
新
病
院
の
役
割

　

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
策
は
、
そ
れ
ら
の

施
策
・
事
業

を
単
独
で
実

施
し
て
も
、

相
乗
的
な
効

果
は
生
み
出

せ
な
い
。
今

暮
ら
し
て
い

る
市
民
が
、

「
ず
っ
と
こ

の
地
で
暮
ら

し
て
い
き
た

い
」
と
思
え

る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
、

市
外
の
人
々
に
「
そ
ん
な
ま
ち
で
自
分
た
ち
も
暮
ら

し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、

す
な
わ
ち「
永
続
的
な
魅
力
づ
く
り
」が
総
合
的
に
推

進
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
一
時
的
な
効
果
し
か
得

ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
本
稿
前
半
で
ご
紹
介
し
た
、
大
阪
市

と
神
戸
市
の
中
間
点
に
位
置
す
る
交
通
利
便
性
や
、

「
空
港
の
ま
ち
」
と
「
清
酒
発
祥
の
地
」
と
が
同
居
す

る
多
様
性
な
ど
は
、
伊
丹
市
の
魅
力
を
構
成
す
る

「
既
存
立
地
条
件
」
の
代
表
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
加
え
て
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
の
根
幹
に
は
、
医
療
環
境
や
防
災
環
境
を

は
じ
め
と
す
る
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
が

不
可
欠
だ
が
、
伊
丹
市
で
は
現
在
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
資
す
る
「
地
域
医
療
体
制

の
再
構
築
」
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
シ
ン
ボ

ル
は
、
令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
度
に
開
院
が
予
定

さ
れ
て
い
る「
統
合
新
病
院
」の
存
在
だ
。

　
「
新
病
院
は
市
立
伊
丹
病
院
と
公
立
学
校
共
済
組

合
近
畿
中
央
病
院
を
統
合
再
編
す
る
も
の
で
す
。

両
者
の
病
院
機
能
を
集
約
し
つ
つ
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
（
３
次
救
急
医
療
）
の
機
能
や
ハ
イ
リ
ス
ク

分
娩
に
も
対
応
で
き
る
周
産
期
医
療
の
機
能
も
備

え
た
、
６
０
２
床
の『（
仮
称
）伊
丹
市
立
伊
丹
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
』
を
整
備
。
そ
こ
に
心
身
の
健
康
管

理
を
担
う
、『（
仮
称
）
公
立
学
校
共
済
組
合
か
ら
だ

と
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
』
が
併
設
さ
れ
る
形
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
再
構
築
は
市
長
就
任
以
来
の 奈良時代に行基が築いたとされる昆陽池（周囲は昆陽池公園）は市民・観光客の憩いの場

昆陽池のたもとで子どもたちに「昆虫の魅力」を紹介し続ける「伊丹市昆虫
館」（平成2年開館）
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私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
平
成
20（
２
０
０
８
）年
４
月
に
は
、
夜
間
・

休
日
の
小
児
初
期
救
急
医
療
を
担
う
施
設
と
し
て

『
阪
神
北
広
域
こ
ど
も
急
病
セ
ン
タ
ー
』
を
市
内
に

開
設
し
て
い
ま
す
。
入
院
施
設
を
持
た
な
い
、
小

児
内
科
を
中
心
と
す
る
１
次
救
急
を
夜
間
・
休
日

に
年
中
無
休
で
担
う
医
療
施
設
で
、
２
次
救
急
施

設
や
３
次
救
急
施
設
の
負
担
軽
減
に
お
い
て
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　
運
営
は
伊
丹
市
・
宝
塚

市
・
川
西
市
・
猪
名
川
町

の
３
市
１
町
と
兵
庫
県
、

３
市
の
医
師
会
の
相
互

協
力
で
誕
生
し
た
公
益

財
団
法
人
阪
神
北
広
域

救
急
医
療
財
団
で
す
。

　

阪
神
北
地
域
と
い
う

の
は
、
神
戸
市
や
西
宮

市
、
尼
崎
市
な
ど
県
内

で
は
人
口
の
多
い
自
治

体
が
立
地
す
る
兵
庫
県

の
海
側（
南
側
）エ
リ
ア

に
対
す
る
、
内
陸
側（
北

側
）
の
エ
リ
ア
を
指
し

ま
す
。
そ
し
て
、『（
仮

称
）
伊
丹
市
立
伊
丹
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
』
は
、

阪
神
北
地
域
に
初
め
て

誕
生
す
る
、
３
次
救
急

を
担
え
る
総
合
病
院

で
、
伊
丹
市
民
は
も
と

よ
り
、
阪
神
北
地
域
に

暮
ら
す
全
て
の
自
治
体

の
方
々
に
と
っ
て
も
、
災
害
時
の
対
応
も
含
め
て
、

心
強
い
存
在
に
な
る
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

伊
丹
市
で
は
令
和
４
年
11
月
28
日
、
災
害
の
際

に
は
防
災
拠
点
に
も
な
る
「
市
役
所
新
庁
舎
」
が
供

用
開
始
に
な
る
と
と
も
に
、
隣
接
地
に
は
従
来
の

「
保
健
セ
ン
タ
ー
・
休
日
応
急
診
療
所
・
口
腔
保

健
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合
し
た
「
い
た
み
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
」
も
同
時
に
誕
生
し
て
い
る
。
統
合
新
病

院
の
誕
生
に
よ
る
地
域
医
療
体
制
の
再
構
築
と
と

も
に
、
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
体
制

が
、
ま
さ
に
着
々
と
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
伊
丹
市
は
日
経
Ｂ
Ｐ
主
催
《
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
２
》
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い

て
、
近
畿
地
方
で
３
位
、
全
国
で
18
位
に
輝
き
、

２
０
２
３
年
版
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
伊
丹
市
は
同
種
の
各
社
都
市
ラ

ン
キ
ン
グ
上
位
の
常
連
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

そ
の
評
価
の
源
泉
の
多
く
は
、
交
通
利
便
性
や
優

れ
た
都
市
的
蓄
積
、
医
療
環
境
や
防
災
環
境
な
ど

の
充
実
し
た
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、

都
市
農
業
が
今
も
盛
ん
で
あ
る
な
ど「
多
彩
で
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
の
総
合
的
な
構
造
」に
帰
す
る

よ
う
だ
。

　

来
年
度
に
は
そ
こ
に
、
現
在
、
着
々
と
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
」
の
成
果
が
、
加
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
11
月
30
日
）

防災拠点として高度な機能を備えた開放感満点の伊丹市役所・新庁舎は、子どもたちの社会科見学の場としても人気

夜間・休日の小児初期救急医療を担い、子育て世帯の支持を集める
「阪神北広域こども急病センター」

市民の健康維持をつかさどる市立伊丹病院は令和8年、3次救急や周
産期医療も担える総合病院に生まれ変わる
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